御蔵 
江戸時代（1603〜1867）、嬉野地域で収穫された米は、出荷前に倉庫（大蔵）に保管されていました。 1813年にこの地域に5つの米蔵が建てられましたが、ほとんどはもう立っていません。  現在の保育園があるこの丘の下には1つの米蔵があります。

保育園の向かいには、1909年にこの地に建てられた陶磁器製造の研修センターの一部だった建物があります。




